
 新幹線の現在地とこれからを考える

青森学術文化振興財団･令和 7年度助成事業
北海道新幹線・札幌延伸への準備および北陸との協働－青函エリア発『新幹線学』構築の試みと提言（３）

フォーラム

2026年 1月 31日（土）13:30 ～ 15:30

共催 :青森大学付属総合研究所･社会連携センター
主催︓あおもり新幹線研究連絡会／青森大学櫛引研究室

参加無料　定員 : 対面 30 人･Zoom40 人
会場︓あおもりスタートアップセンター（青森駅前・青森商工会議所 1階）

★オンライン参加申し込みは QRコードから
　または kushibiki@aomori-u.ac.jpへ
★対面参加の方は直接会場へおいで下さい

 新幹線の現在地とこれからを考える
北海道･北陸･西九州･基本計画路線北海道･北陸･西九州･基本計画路線

◇次第（予定）
　★報告
　　①開業1年半後の敦賀市民アンケート
　　②リンゴ輸出と敦賀・青森
　　③敦賀市民の歴史探求
　　④どうなる整備新幹線・基本計画路線
　★質疑応答･意見交換

☆東北新幹線は2025年12月、全線開業15周年を迎えました。
　 3月には北海道新幹線が開業10周年となります。
☆北陸新幹線・敦賀延伸が地域にもたらした変化を検証し、青函   
   エリアが北海道新幹線の札幌延伸にどう備えるべきか検討する
   3カ年事業の集大成です。
☆3年目の敦賀市民アンケートの結果、敦賀と青森のつながりから
　 見えてくるリンゴ産業・輸出の足跡、そして敦賀市民の歴史探求
   活動を紹介します。
☆さらに、開業時期が見通せなくなっている北海道・北陸・西九州  
   新幹線をめぐって、現状分析を試み、将来を展望します。


